
技術分類

技術名称
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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　2件　）　 次世代社会インフラ用ロボット
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　 の現場実証で、2現場で実証試験を行い
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　 試行的導入「★★★」の評価を得た。

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

我が国の社会インフラ施設は多くで進行する老朽化、年々リスクの高まる大規模地震や頻発する
風水害などの災害、一方、社会情勢としての人口減少・少子高齢化の進行といった重要かつ喫緊
の課題がある。これに対して、近年のICTなどを活用し、効率的・効果的な対応を可能とする技術を
開発し、導入することが求められている。その中で、ダム水中部の潜水士による近接目視の代替
（精査）または支援（概査）ができる技術・システムが国交省から公募の対象となった。そこで、アク
アジャスター®を搭載した水中ロボットを新規製作し、ダム現場の実証試験に参加した。

潜水士を利用して行っていた水中構造物・インフラ設備等の点検を、水中点検ロボットを水上から
遠隔操作し、概査や精査が行える技術である。
持ち運び可能な重さであり、揚重機を用いずに地上または船上から任意の水中へ投入できる。
当社保有技術であるアクアジャスター（ジャイロ効果を利用して水中での吊荷の方向を制御する装
置）の機能を取り入れることで、流れのある水中での姿勢が安定し、対象物を的確にとらえることが
可能となった。

１．技術開発の背景及び契機
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３．技術の効果

目視困難な水中にある構造物を広域にわたり迅速に概査・精査できる。
トランスポンダ（船に設けた送信機と音波の受渡しをすることで3次元相対位置情報を取得できる装
置）とＧＰＳやトータルステーションを連携させることにより、ＲＯＶの位置情報もリアルタイムに把握
できる。

４．技術の適用範囲

対応水深は100ｍ。
テザーケーブル200ｍの範囲まで航行可能。

２．技術の内容

５．活用実績



６．写真・図・表


